
 

 

様式第３ 

会  議  録 

会   議   名 
令和元年度第２回野田市自立支援・障がい者差別解消支援地域

協議会 

議題及び議題毎の

公開又は非公開の

別 

議題 

１ 第七次千葉県障害者計画策定に係る意見について 

２ 専門部会の報告について 

日       時 
令和元年１１月１８日（月） 

午後１時３０分から午後３時５分まで 

場       所 市役所高層棟８階 大会議室 

出 席 委 員 

委 員 安藤 剛行   委 員 宇田川 克巳 

委 員 大野 祐子   委 員 加藤 満子 

委 員 上坂 悟    委 員 柄澤 隆一 

委 員 倉前 博幸   委 員 小林 利行 

委 員 金剛寺 守   委 員 髙峰 啓三 

委 員 田中 洋介   委 員  卓哉 

委 員 中代 英夫   委 員 野村 祐一 

委 員 山田 桂一   委 員 吉岡 靖二 

欠  席  委  員 

委 員 荒木 なおみ  委 員 太田 義則 

委 員 岡田 吉郎   委 員 清本 健二郎 

委 員 小林 公平   委 員 鈴木 恵太 

委 員 富山 勝之   委 員 中村 義光 

委 員 堀口 美千代  委 員 森 一貴 

委 員 柳下 信雄   委 員  利恵 

事 務 局 等 

直井 誠  （保健福祉部長） 

小林 智彦 （障がい者支援課長） 

伊原 誠宏 （障がい者支援課補佐兼計画係長） 

齋藤 剛  （障がい者支援課相談支援係長） 

佐田 徹  （障がい者支援課障がい者福祉係長） 

森本 晃司 （障がい者支援課計画係主任主事） 

桑折 菜摘 （障がい者支援課計画係主任主事） 

日下 水樹 （障がい者支援課計画係主事） 

傍   聴   者 無し 

議   事 
令和元年度第２回野田市自立支援・障がい者差別解消支援地域

協議会の会議結果（概要）は、次のとおりである。 
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令和元年１１月１８日午後１時３０分開会。２８人の委員の

うち１６人が出席し、本協議会設置要綱第６条第２項により本

協議会が成立していることを報告する。また、本協議会は「野

田市審議会等の会議に関する要項」に基づき、公開対象となっ

ていること及び傍聴希望がなかったことを報告する。会議録作

成のため録音機を使用することの了解を得る。 

 

＜挨拶＞ 

 

協議会要綱第６条により、協議会の議長は会長が当たること

となっているため、加藤会長に議事の進行をお願いする。 

 

議題１「第七次千葉県障害者計画策定に係る意見について」

事務局に説明を求める。 

 

「調査の目的」及び「調査方法」を資料に沿って説明する。 

 

 

議題１について、質問はあるか。 

 

計画案の策定の際、堂本前知事の頃には近隣市の関係者と策

定員が会する場が設けられ、コミュニケーションを取る場があ

った。現在の知事になりそういった場がなくなったように思え

るが、今回の策定時にはどのような予定か伺いたい。 

 

 県の方針としては、今のところあらゆる意見を頂きたいと市

町村に依頼が来ている段階。策定に係る方法の提案についても、

調査票に記載していただき提出をお願いしたい。 

 

 各専門部会の開催が当本会の翌週と翌々週に予定されている

が、そこでも意見を頂き集約することは可能か。 

 

 本会にも各専門部会にも参加している委員については、是非

各専門部会で出た意見も集約して調査票に記載していただきた

い。 

 

市の各課から委員が出席しているが、行政部門各課からも意

見を提出してよいのか。 

 

 各課及び各担当者から幅広い意見をお願いしたい。 

 

ほかに質問はあるか。ないようであれば、質疑を終了する。 

議題２「専門部会の報告について」、就労支援部会から報告

をお願いする。 
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障がい者支援課長

補佐 

就労支援部会では１７団体に参加いただき、元年度第１回目

の専門部会を開催した。 

第１回専門部会の検討事項は２点である。支給決定を早期に

出していただきたいことと、野田市障がい者就労施設等事業販

売物品パンフレットを作成することである。第２回の専門部会

を１１月末に開催するので、進捗状況を後日報告する。 

 

子ども部会の報告について、小林委員が欠席のため、副見副

部会長から報告をお願いする。 

 

 児童発達支援の無償化、報酬区分の再判定の業務の煩雑さと

いった現状の共有をしている。市内の事業所数が増加している

ので、事業所間での事例の共有など連携を図っている。 

 

権利擁護部会について、事務局から報告をお願いしたい。 

 

７月の専門部会では、障がい者の方への虐待の防止、障がい

者差別の通報件数及び事案の詳細を委員に報告した。 

 障がい者差別解消の啓発活動として、来年１月の成人式で啓

発チラシを継続して配布することとした。 

 

続きまして相談支援部会の報告もお願いします。 

 

本会からの推薦を受け、高峰委員が相談支援部会に加わった。 

市内に新設予定の基幹相談支援センターについて、詳細な業

務内容や緊急時の対応方法を協議した。今後も具体的な事例を

挙げて検証し、よりよい基幹相談支援センターが開設できるよ

う協議することで一致した。 

 

 以上４部会からの報告について、質問はあるか。 

 ないようであれば、議題「その他」に移る。（１）「地域生

活支援拠点整備の進捗状況について」、事務局から説明をお願

いしたい。 

 

「地域生活支援拠点整備の進捗状況について」、進捗を報告

する。また、関連して医療的ケアの研修費用に掛かる助成につ

いて、報告をする。 

 

（１）の報告について、質問はあるか。 

 ないようであれば、議題「その他」（２）「野田市手話言語

条例制定について」、事務局から説明をお願いしたい。 

 

 「野田市手話言語条例（案）」について、制定の目的及び市

の考え方、県内他市町村の制定状況などを報告する。 
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 （２）の報告について、質問はあるか。 

 

障がい者のコミュニケーション支援について、現在制定が検

討されている「情報・コミュニケーション法」との兼ね合いや

考察は盛り込まれているのか伺いたい。 

 

まだ条例案を検討している段階であるため、障がい者の情報

保障の際に必要となる具体的な手段などは、皆さんの御意見を

伺いながら検討したい。 

 

手話通訳者の身分保障はどう明記されるのか伺いたい。 

 

「手話による意思疎通を支援する者の養成及び拡充」として、

条例案に記載する方針である。 

 

ほかに質問はあるか。 

ないようであれば、その他皆様から連絡をお願いしたい。 

 

１２月の障害者週間に合わせて市役所で展示会を行うので、

是非委員の皆様もお越しいただきたい。 

 

 １２月５日に庁舎内のつくしんぼにて「ふれあいコンサート」

を行う。展示会とも重なるので、こちらにも是非御参加いただ

きたい。 

 

 同時期に人権週間の啓発活動も行うので、引き続き関係機関

の協力を賜りたい。 

 

 千葉県自閉症協会の理事会について報告する。理事会の中で、

今秋の台風・大雨に関連した議題があったのだが、市では今回

の災害の後、障がい者の避難や防災についてどのような取組を

行うのか伺いたい。 

 

福祉避難所の関係機関を含めて、見直しを行いたい。 

 

 台風発生時に浸水、冠水の情報などがほとんど伝わってこな

かった。危険箇所の情報など迅速な発信をお願いしたい。 

 

 災害時は障がい者が情報弱者になりやすい。各機関の情報伝

達の連携方法を再度見直ししていただきたい。 

 

市の各課と連携をして、今後協議を続けていきたい。 

 

 １５時５分閉会を宣言した。           以上 
 


